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令和３年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等 

に関する法律」に基づく対応状況等に関する調査結果を公表します 
 

厚生労働省では、このたび、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関す

る法律」（高齢者虐待防止法）に基づく、令和３年度の対応状況等に関する調査結果を取り

まとめましたので、公表します。 

この調査は、平成 19 年度から毎年度行われており、平成 18 年４月に施行された「高齢

者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づき、全国の市町村及

び都道府県で行われた高齢者に対する虐待への対応状況をまとめたものです。 

【調査結果（相談・通報件数等）】 
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図１ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の

相談・通報件数と虐待判断件数の推移
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図２ 養護者による高齢者虐待の

相談・通報件数と虐待判断件数の推移
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養護者（※）による高齢者虐待の相談・通報件数と虐待判断件数の推移 

※高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等 

対前年度 293 件(14.0％)増 

対前年度 144 件(24.2％)増 

対前年度 604 件(1.7％)増 

対前年度 -855 件(-4.9％)減 

養介護施設従事者等（※）による高齢者虐待の相談・通報件数と虐待判断件数の推移 

※介護老人福祉施設、居宅サービス事業等の業務に従事する者 
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【主なポイント】 

 

■養介護施設従事者等（※）による虐待 

   ※介護老人福祉施設、居宅サービス事業等の業務に従事する者 
 

○ 相談・通報件数は、2,390 件（対前年度 293 件(14.0%)増）。※過去最多 
虐待判断件数は、739 件（対前年度 144 件(24.2%)増）。※過去最多 

 
 ○ 相談・通報者の内訳は、当該施設職員（29.8％）が最も多く、当該施設管理者等

（16.3％）、家族・親族（13.2％）の順。 
※家族・親族の割合は、対前年度 13.9％から減少 

 
○ 虐待の種別は、身体的虐待（51.5％）が最も多く、心理的虐待（38.1％）、 

介護等放棄（23.9％）、経済的虐待（4.0％）、性的虐待（3.5％）の順。 

 
 ○ 虐待者の性別は、男性が 52.2％であり、介護従事者における男性の割合（18.8％）

に比べて高い。 
 
 ○ 虐待の発生要因は、教育・知識・介護技術等に関する問題（56.2％）が最も多く、

職員のストレスや感情コントロールの問題（22.9％）の順。 
 
 ○ 施設・事業所の種別は、特別養護老人ホーム（30.9％）が最も多く、有料老人ホー

ム（29.5％）の順。 
 
 ○ 虐待等による死亡事例は、１件（２人）。 

※対前年度３件（３人）より２件（１人）の減少 

■養護者（※）による虐待 

   ※高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等 

○ 相談・通報件数は、36,378 件（対前年度 604 件(1.7%)増）。※過去最多で９年連続増加 
虐待判断件数は、16,426 件（対前年度 855 件(4.9%)減）。 ※２年ぶりの減少 

 
 ○ 相談・通報者の内訳は、警察（32.7％）が最も多く、介護支援専門員（24.9％）、

家族・親族（8.0％）の順。 
 
 ○ 虐待の種別は、身体的虐待（67.3％）が最も多く、心理的虐待（39.5％）、 

介護等放棄（19.2％）、経済的虐待（14.3％）、性的虐待（0.5％）の順。 

 
 ○ 虐待者の続柄は、息子（38.9％）が最も多く、夫（22.8％）、娘（19.0％）の順。 
 
○ 虐待の発生要因は、被虐待者の状態として認知症の症状（55.0％）が最も多く、虐

待者側の要因として介護疲れ・介護ストレス(52.4％)、虐待者の精神状態が安定して

いない（48.7％）の順。 
 
 ○ 虐待等による死亡事例は、37 件（37 人）。 

※対前年度 25 件（25 人）より 12 件（12 人）の増加 

 
 


